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           令和元年度おだわら市民交流センターＵＭＥＣＯ実施事業報告 

 
※ＵＭＥＣＯの基本コンセプト「つながる」に基づく３つの方針 

 ・きっかけ：つながるを生み出すきっかけの場（市民活動に興味のなかった方にも地域課題に関心を持ってもらう。身近な社会貢献活動の環境を整備する。） 

 ・行動：それぞれの思いがつながる行動の場（市民活動団体だけでなく、事業者や地域活動団体等の多様な主体の交流を促進し、新たな連携関係を生み出す。） 

 ・実現：行動を社会貢献につなげる実現の場（活動をより社会貢献度の高い活動として広げる。資金や人材等をつなぎ、持続可能な事業となるよう支援する。） 

  

①拠点機能 

No 事業名 コンセプト 目的 実施内容等 指標 
30 年度 
実績値 

元年度 
目標値 

元年度 
実績値 

達成率 成果 課題・対応 

1 ＵＭＥＣＯ 

企画展 

きっかけ 市民活動団体が実施
している社会貢献活
動の内容等を多くの
市民に紹介し、団体
と市民がつながるき
っかけを作る。 

市民活動団体や関係所
管部署からの展示企画
の要望等を反映した形
で、各団体の特徴を生
かしながらジャンルご
との展示をした。ま
た、市の行事や季節感
のある行事を取り入
れ、一般市民が興味を
示すような企画展を開
催した。 

開催回数 
 
参加団体数 

３８ 
 
４０ 

４０ 
 
４０ 

２９ 
 
３２ 

72.5％ 
 

80.0％ 

企画展への参加
団体増加を目指
し６月と１０月
の「ＵＭＥＣＯ
だより」と「つな
がる」に募集記
事を掲載した。 
こ れ と 同 時 に
「UMECO 企画展
応募申請書」を
設置した。 
すぐに反応があ
り何件か申し込
みがあった。 

月により大きな
団体や行政の事
業に合わせ企画
展の展示時期が
確保されている
ため、活動団体の
予約がなかなか
難しい面もある。 

２ 団体登録
制度 

― 登録団体は少なくと
も１年に 1度は活動
実績をベースに次年
度の活動計画を立案
し登録の更新をす
る。この書類の受理
をすることで登録団
体の状況を把握す
る。 
又、ＵＭＥＣＯスタ
ッフと登録団体との
コミュニケーション
を推進する。 

ＵＭＥＣＯに登録して
いる市民活動団体に、
年度更新の通知文を送
付した。団体から必要
書類の提出を受けて確
認した上で登録団体デ
ーターベースを更新し
た。それに併せてホー
ムページの団体内容も
更新した。 
又、今年度から市民へ
の閲覧用としてＵＭＥ
ＣＯ館内に登録団体の
紹介冊子を設置した。 

年度末の 
登録団体数 

３９１ ４００ ４０９ 102.3％ 登録団体数が目
標を上回った。 
団体登録の手続
きの仕方を簡略
化するよう検討
した。 

更新時には短期
間に申請が集中
するため、団体
とのコミュニケ
ーションを十分
に取れていない
状況である。 
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No 事業名 コンセプト 目的 実施内容等 指標 
30 年度 
実績値 

元年度 
目標値 

元年度 
実績値 

達成率 成果 課題・対応 

 活動エリ
アの管理 

― 市民活動団体が、無
料で使用できる活動
の場を提供する。 

登録団体が、３か月前
から予約できる。な
お、当日空いている場
合は交流エリアとして
誰でも利用できる。 

活動エリア 
稼働率 

25.7％ 26.0％ 21.9％ 84.2％ 市民活動団体に
活動の場を提供
した。 

稼働率が低いの
で、今後、対応
を検討してい
く。 

 

②相談・支援機能 

No 事業名 コンセプト 目的 実施内容等 指標 
30 年度 
実績値 

元年度 
目標値 

元年度 
実績値 

達成率 成果 課題・対応 

３ 相談業務 全て 市民活動・ＮＰＯ関
係・その他一般市民
の市民活動に関する
相談を受ける。相談
内容に応じ、適切な
対応をすることによ
り、相談者の市民活
動を活発化させる。 

相談業務の充実を図る
ために、全ての相談を
スタッフ全員が受け付
け対応できるようにし
た。通常相談は常時受
付、予約相談は月１回
第１土曜日に実施し
た。 
 

相談件数 ６４ ６５ 
 

９５ 146.2％ 
 

今年度は相談件
数が 30 件以上増
加した。そのうち
ＵＭＥＣＯ市民
活動応援補助金
に関する相談は
７件だった。 
 

勤務体制により
全員が相談対応
の機会がない。
そこで 
対応した相談の
データーベース
化により、職員
間での情報共有
化 を 図 っ て い
る。 

４ 市民活動
団体への
資金面へ
の支援 

行動 
実現 

市民活動団体が行う
事業に対し、財政支
援を行うことによ
り、市民活動の活性
化を図り、市民の創
意を活かした市民主
体のまちづくりを進
めること。 
 

小田原市市民活動応援
補助金の募集等を行う
ことに加え、市民等か
らの寄付金を財源とし
た市民活動団体への支
援を行った。 

応募件数  ―  １８ ２０ 111.1％  応募件数が目標
値を超えた。 
市補助金は 13 事
業が選定された
が、UMECO 応援補
助金は該当なし。
来年に期待する。 

相談業務と連携
し、応募件数の
増加を目指す。 

寄附金額  ― 300,000 

円 

221,270 

円 

73.8％ 目標には達しな

いが寄附を得ら

れた。 
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③協働支援機能 

No 事業名 コンセプト 目的 実施内容等 指標 
30 年度 
実績値 

元年度 
目標値 

元年度 
実績値 

達成率 成果 課題・対応 

５ 市民活動
団体と事
業者との
協働事業 

実現 市民活動団体が企業
とネットワークを組
むことにより、市民
活動団体の活動場所
や市民活動の意義の
周知につなげ・又団
体の資質の向上にも
つなげる。企業のＣ
ＳＲと活動団体の協
働事業を行うことに
より更なる市民活動
の推進発展を図る。 

 

シティーモールで年３
回のフェスティバルを
開催予定だったが、う
ち１回は新型コロナの
影響で中止した。 
・８月 23 日（金）「サ
マーフェスティバ
ル」 

・12 月 21 日（土）「ク
リスマスフェスティ
バル」 

開催回数 
 
参加団体数 

 
参加者数 

３ 
 

３１ 
 

2,000 

 ３ 
 

３２ 
 

2,000 

２ 
 
 ２２ 
 
1400 

66.6％ 
 
68.8％ 
 
70.0％ 

各フェステバル
の参加団体募集
をしており、新
しい団体の参加
も見られた。 

 

現在企業との連
携 は １ 社 な の
で、新たな企業
の開拓が必要で
ある。 
定着した現企業
との活動に、で
きるだけ多くの
団体が参加する
よ う 働 き か け
る。 

６ 地域活動
団体ネッ
トワーク
形成事業 
 
 
 
 

実現 地域活動団体と市民
活動団体との連携を
通じて地域の活性化
や課題解決へと結び
つける。 
 
 

今年度は地域の課題解
決のために、行政や地
域のまちづくり委員会
との情報交換を行い、
中間支援組織として、
ＵＭＥＣＯの登録団体
が地域課題の解決を支
援する対策を検討し
た。 
又従来から実施してい
る地域活動団体等から
の依頼に応じ、適した
市民活動団体を選定
し、紹介した。 

実施回数 
 
 
実施団体数 

６７ 
 
 
  ６ 

７０ 
 

 
１０ 

 

５９ 
 
 
 ５ 

84.3％ 
 
 
50.0％ 

各地域のまちづ
くり委員会や自
治会長会議など
に８回参加し、
ＵＭＥＣＯから
登録団体の活動
内容の説明をす
る機会を得たこ
とは今後の成果
につながると思
う。 
今年度は、小学
校校庭の樹木剪
定への協力が実
現した。 

地域の課題解決
に取り組むため
には、今後多く
のまちづくり委
員会や自治会長
会議にも積極的
に参加したい。
これには地域政
策課担当職員の
ご協力が必須で
ある。又ボラン
ティア依頼があ
った時の日程や
実費負担等、多
くの事項を地域
の意向にも配慮
しながら団体と
調整する必要が
ある。マニュア
ル 化 等 が 難 し
い。 
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No 事業名 コンセプト 目的 実施内容等 指標 
30 年度 
実績値 

元年度 
目標値 

元年度 
実績値 

達成率 成果 課題・対応 

７ 協働事業 
うきうき
交流サロ
ン 
 
 
 
 
 
 
協働事業 
福祉観光
ガイドボ
ランティ
ア養成講
座 

行動 
実現 

市民活動の担い手と
なる高齢者の社会参
加を増やすとともに、
ボランティアを支援
している小田原市社
会福祉協会・地域包括
支援センターしろや
まとの連携を強化す
る。 
 
箱根町社会福祉協議
会・小田原市社会福祉
協議会・箱根ジオパー
ク推進協議会の連携
を強化し、障がい者に
対する福祉の向上を
目指す。 

第１回 ６月10日（月） 
「おだわら百彩とボッ
チャーで元気よく」 
参加者数：40 人 

第２回 2 月 12 日（水） 
「元気に体操みんなで
歌おう」 
参加者数：２7人 

 
 
障がい者と車いすでの
外出や電車の乗り降り
などの実習を行う、体
験講座を実施した。 
「福祉のおもてなしを
学ぶ」 
９月 17・24‣30 日 
（全３日） 

実施回数 
 

２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 

２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 

２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 

100％ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
100％ 

３事業体の連携
がうまく取れて
きた。 
うきうき交流サ
ロンの出し物は
体や心を動かす
内容だったので
参加者に喜ばれ
た。 
 
普段体験する機
会が少ない車い
すの電車乗降作
業などを体験し
たことで、受講
者はボランティ
ア活動の幅を広
げるきっかけと
なったと思う。 

うきうき交流サ
ロンは今後３事
業体の実務者協
議を行って課題
解決への企画案
を提示する機会
を持ちたい。又、
参加者が男性１
人のみだったの
で、今後男性に
参加して頂ける
内 容 を 検 討 す
る。 

８ 県協働事
業 
企業・ＮＰ
Ｏ・学校パ
ートナー
シップ 

きっかけ 多様な主体の出会い
ときっかけづくりの
場を作る。 

「企業・ＮＰＯ・学校の
つながり㏌小田原」を
10 月 30 日（水）に開催
した。 
８企業と１団体による
活動発表を行い団体と
の繋がりができるよう
にした。小田原の大手
企業８社にリレートー
クを依頼し団体からの
関心を得るよう工夫し
た。 

参加者数 ６０ ７０ ６１ 87.1％ 台風直後で集客
困難の中、各分
野から多くの参
加者を得た。 
アンケート結果
によると、活発
な交流や多くの
つながりの実績
が出来た。 
例①フレスポ小
田原シティーモ
ールと５団体②
神鋼環境ソリュ
―ジョン共同企
業体と３団体他
多数 

昨年の反省を踏
まえ、今年度は
企業数を増やし
団体や学生との
つながる機会を
設定した。しか
し学生の参加が
少なかったので
今後若者たちが
企業や団体とど
のような関わり
を持ち社会の中
で活動できるか
チャレンジした
い。 
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④学習・体験機能 

No 事業名 コンセプト 目的 実施内容等 指標 
30 年度 
実績値 

元年度 
目標値 

元年度 
実績値 

達成率 成果 課題・対応 

９ 

市民活動
入門講座 

きっかけ 超高齢化社会の中、
若い人も含めシルバー
世代の方も生きがいを
持ち、活き活きとした社
会生活が出来るよう市
民活動へのきっかけ作
りをする。 

市民活動を知らない方
を対象に、市民活動に
興味を持ち、活動を始め
るきっかけを作るため、
市民活動の基本的な内
容や、なぜ市民活動が
楽しいのかを知って頂け
る講座を実施した。 
内容「市民活動が地域

を育て地域を変え
る」 
日時１月３１日（金） 

開催回数 
 
参加者数 

  ２ 
   

２７ 

  １ 
    
４０ 

 １ 
 
３１ 

100％ 
 
77.5% 

 

今回参加者数を
例年の２倍にし
てみたが、1 回
で３１人の参加
者を得ることが
できた。 

市民活動が自分
の人生の生きが
いになるよう意
識を持たせる。 

10 ＮＰＯマ
ネジメン
ト講座 

きっかけ 市民活動団体がＮＰ
Ｏ法人を目指し活動
をして頂く。ＮＰＯ
法人に関する知識が
得られるような機会
を設ける。 

今年は「つながるＮＰ
Ｏ」と題し、基調講演
の後、団体同士が情報
交換し各ＮＰＯ団体が
どのような活動をして
いるのかを知る機会と
した。地域との連携や
活動の場の拡大を意識
した講座とした。 
内容「つながる NPO」 
日時 2月 15 日（土）  

開催回数 
 
参加者数 

  １ 
    
１３ 

  １ 
 

２０ 

 １ 
 
 １７ 

100％ 
 
85.0% 

普段交流の少な
いＮＰＯ団体と
の交流を持つこ
とにより、相手
を知ることがで
き、団体の活動
の幅が広がっ
た。 

多くの NPO 団体
は自立している
が、ＵＭＥＣＯ
の事業に参加す
る NPO 団体が少
ないことが課題
である。 

11 夏休みボ
ランティ
ア体験学

習 

きっかけ 青少年の時期には、
学校内外を通じてボ
ランティア活動の場
や機会を充実させる
ことが大切である。
社会にどのような貢
献ができるかという
「ボランティア精神
の芽生え」のきっか
け作りを行う。 

ボランティアの受入れ
を登録団体に募集し、
受入れ団体と児童・生
徒との橋渡しをした。
できるだけ多くの市民
活動団体の活動を体験
させるために団体の積
極的参加を得た。ま
た、学校側の協力を得
るよう働き掛けた。参
加申し込み方法を簡素
化した。 
 

参加団体数  ４５  ４５  ４０ 88.9％ 参加者数が目標
値を超えてお
り、多くの児
童・生徒に体験
機会を提供でき
た。 

参加申込方法が
複雑化している
ため、参加申込
方法の簡略化に
ついて検討し、
ホームページか
らの申し込みが
できるようにし
た。 

参加者数 ２５８ ２８０ ２９３ 104.6% 
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No 事業名 コンセプト 目的 実施内容等 指標 
30 年度 
実績値 

元年度 
目標値 

元年度 
実績値 

達成率 成果 課題・対応 

12 学生支援
ティーサ
ロン 

きっかけ ティーサロンを通し
学生の企画力や実施
力を養う。 
又ＵＭＥＣＯからの
様々な情報を提供
し、市民活動を知る
機会を提供する。 
 
※平成 30 年度で「高
校生ボランティア
エアポート」を終
了。平成３1 年度
から高校生に限定
せず学生ボランテ
ィア支援とする。 

※平成 30 年度までは
ＵＭＥＣＯが企画
してティーサロン
を実施した。 

学生ボランティアグル
ープ「S.P.A.C.E」が
主体となって企画運営
し、市民が興味を示す
工夫をし、誰もが一緒
に季節感を楽しみなが
らお茶を飲める雰囲気
を作りおもてなしをし
た。 
ＵＭＥＣＯは学生の意
思を尊重してサポート
した。 
偶数月（８月を除く）
の第２土曜に開催予定
だったが、実際には
６、12、２月に開催し
た。（４月は学生が企
画できず、10 月は台風
で中止した。） 

開催回数 

定例会 

参加者数 
       

１０ 

 － 

３００ 
    

５ 

５ 

１５０ 
    

  ３ 

  ７ 

９７ 

60.0％ 

140.0％ 
64.7％ 

年代の近い仲間

だけでなく 12

歳から 22 歳ま

で幅広い年齢層

が活動できるの

でとても活気が

あり、それぞれ

の得意なことを

活動に披露しチ

ャレンジしてい

る。これは今ま

で見られなかっ

た素晴らしい傾

向である。 
今後思いやりや
仲間づくりを更
に積極的にやっ
ていく。 

学生の対象を中

学生から大学生

まで幅広く募集

したので会員数

は増加したが、

学校により土曜

日の活動日に授

業が有り参加者

数のばらつきが

ある。 
 

ティーサロン 3 回（学生 21 人） 6、12、2 月 

定例会 ７回（学生 46 人） 4、5、7、9、11、１、2月 

その他の学生による活動 以下のとおり 

市民交流広場 2 回（学生 17 人）5、8月→no.21 参照 

自主事業 6 回（学生 36 人・内訳は以下のとおり） 

  11 月 24 日 ＵＭＥＣＯ祭り（8人） 

12 月 15 日 酒匂川清掃（3人） 

  12 月 23 日 クリスマスフェスティバル（1人） 

12 月 26 日 SAGS 会議参加（3人） 

1 月 4日  小田原城、二宮神社、松原神社清掃（12 人） 

  2 月 29 日 巡礼街道清掃（9人） 

13 ボランテ
ィア出張
（出前）
講座 

きっかけ 中高大学生に対し、
市民活動とは何かを
知ってもらうことに
より、市民活動を実
践するきっかけを作
る。 

市内の大学や高校等へ
積極的に働きかけ、市
民活動について広く周
知し啓発するために講
座を開催した。 
日付及び場所 
①６月 18 日（火） 
 函嶺白百合学園中
学・高等学校 

②６月 25 日（火） 
 城山中学校 
③７月６日（土） 
 相洋中学校 
④７月８日（月） 
 小田原短期大学 
⑤７月 10 日（水） 
 旭丘高等学校 

開催回数   ４ 
     

  ４  ５ 125％ 近隣の中学校か
ら大学まで行き
担当職員や校長
と交渉し出前講
座を実行するこ
とが出来た（実
施内容を参照）。 

又、国際福祉医

療大学へ行き交

渉の結果 250 人

の学生にチラシ

配布した。 

夏休みボランテ
ィア体験学習に
対し学校によっ
て理解に差があ
る。その差を少
しでも減らし理
解を求めたい。 
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No 事業名 コンセプト 目的 実施内容等 指標 
30 年度 
実績値 

元年度 
目標値 

元年度 
実績値 

達成率 成果 課題・対応 

14 男女共同
参画講演
会 

きっかけ 
（男女共
同参画
課） 

男女共同参画に関す
る講師を招き、男女
共同参画についての
理解を深めると同時
に市民活動へのきっ
かけを作る。 

男女共同参画週間に、
花柳琴臣氏（日本舞踊
家）による講演会を実
施した。 
テーマ「らしさの美学 
～人生を自分らしく舞
う～」 
６月 22 日（土） 

開催回数 
 
参加者数 

  １ 
 
７０ 

  １ 
 
８０ 

  １ 
 
 ８０ 

100％ 
 
100％ 

女性には人気の
ある舞踊家なの
で皆さん興味を
持って多くの参
加があった。 

本事業は男女共
同参画講課との
協働事業なので
市の男女共同参
画推進サポータ
ーからの要望に
より講師を選定
した。 

15 女性のエ
ンパワー
メント講
座 

きっかけ 
（男女共
同参画
課） 

女性の自立をめざ
し、特に就労に視点
を当て経済的に自立
を支援すると同時に
市民活動へのきっか
けを作る。 
 

女性の働き方にもいろ
いろあるので、仕事・
結婚・子育て・介護を
含め自立に向けた人生
のタイムスケジュール
の考え方の講演会を開
催する予定だった。 

開催回数 
 
参加者数 

  １ 
     
  ６ 

  １ 
 

２０ 

  ０   ０ 2 月 28 日開催予
定だったが、新
型コロナウイル
スの影響で中止
となった。 

時期を見て来年
度に繰り越し、
実施したい。 

16 インター
ンシップ
受入 

きっかけ 若い力を育てるため
インターンシップの
受入れを行い、多く
の登録団体とつなが
る機会を作る。 

インターンシップを希
望する学生に対し、充
実した体験学習プログ
ラムを企画し要望や希
望を受け入れ効果的な
実施体験の場を提供す
る。 

開催回数 
 
参加者数 

  １ 
   
  １ 

  ２ 
   
  ２ 

  ０   ０ 希望する学生が
なく、受入な
し。 

今後も希望する
学生があれば受
入する。 

 

⑤交流・コーディネート機能 

No 事業名 コンセプト 目的 実施内容等 指標 
30 年度 
実績値 

元年度 
目標値 

元年度 
実績値 

達成率 成果 課題・対応 

17 ＵＭＥＣ
Ｏ祭り 

き っ か
け 

多くの市民にＵＭＥ
ＣＯや市民活動団体
を周知し、市民活動
参加へのきっかけを
作るとともに、参加
団体相互の交流を図
る。又、市民活動に
興味や関心を持った
市民がともに市民活
動ができるようにす
る。 

登録団体や利用者が一
堂に会し、活動発表や
作品展示など様々な企
画（活動紹介・物品販
売・パフォーマンス）
を行い、自分たちの活
動内容を多くの市民に
知らせる。１１月２４
日本番に向け実行委員
を中心に準備を進め実
施した。 

開催回数 
 
参加団体数 
 
参加者数 

  １ 
 

１００ 
 
4,000 

  １ 
 

１０５ 
 
4,000 

  １ 
 
 ９２ 
 
3.500 
 
 

100％ 
 
97.6% 
 
87.5% 

多くの団体の参
加を得た。団体
の活動内容の紹
介、いろいろな
人との交流、市
民活動の楽しさ
を知る機会を提
供できた。 

天候により参加
者数が左右され
る（今年度は朝が
雨だった）。 
参加団体数は多
いものの、前年度
と比べて減少し
ているので、新規
登録団体にＵＭ
ＥＣＯ祭りの目
的を周知し参加
して頂くように
する。 
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No 事業名 コンセプト 目的 実施内容等 指標 
30 年度 
実績値 

元年度 
目標値 

元年度 
実績値 

達成率 成果 課題・対応 

18 声の万華
鏡 

行動 文学という大きなく
くりの中から、西湘
地域の民話や、文学
的作品の紹介を朗読
を通して多くの方に
伝える。出演者は老
若男女を問わず希望
者には幅広く参加し
て頂く。特に高校生
の演劇部と共催で実
施する。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                               

文学を愛する多くの市
民が自主的に実行委員
会を立ち上げ、昨年度
から引き続き高校生と
コラボして第４回声の
万華鏡を７月１５日
（祝）に実施した。 

開催回数 
 
参加団体数 
 
参加者数 

  ２ 
 

２６ 
 
３５０ 

  １ 
 

３０ 
 
４００ 

  １ 
 
 ２４ 
 
４００ 

100% 
 
80.0％ 
 
100% 

幼児から高齢者
まで幅の広い出
演者を得ること
が出来た。高校
生は３校の学校
が参加した。朗
読の仕方や演技
の向上のためプ
ロの参加を得
た。 

活動の目的を若
い人に理解して
頂き次代に繋げ
る。今後も高校
生の参加を期待
する。 
 
 
 
 

19 わくわく
交流会 

行動 登録団体同士の交流
会により、他団体の
活動内容を知り、新
たな発展的な活動の
展開が行われ、市民
活動の推進を図る。 

分野別や課題別で団体
が集まる市民活動団体
間の交流事業。情報交
換やワークショップ等
を行った。 
第１回 ６月 21 日 
「子どもたちの未来を
描く！今できること
は」 

第２回 ８月 26 日 
「地域の災害と安全」 

開催回数 
 
参加者数 

  ２ 
 

４０ 

  ５ 
 

１００ 

  ２ 
 
 ３６ 

40.0％ 
 
36.0％ 

地域課題をテー
マとして取り上
げた。 
次年度フォロー
アップ事業の展
開に向けて開催
回数を減らした
が、交流のきっ
かけとして良い
機会を提供でき
た。 

担当職員のコー
ディネートの力
不足が見られた。
団体の思いを引
き出すことが難
しかったが、交流
会後にフォロー
アップに向けて
主要団体との打
合せができた。 

20 新春交流
会 

行動 市民活動団体と連合
自治会長が一堂に会
し交流を図ること
で、市民活動団体同
士及び市民活動団体
と地域活動団体との
つながりを生み出す
場をつくる。 

飲食しながらお互い心
穏やかにゆとりの中で
会話のできる機会を持
った。１部はできるだ
け団体の活動を自治会
長に知ってもらえる内
容を企画し、２部は参
加者同士のコミュニケ
ーションが図れるよう
工夫した。 

開催回数 
 
参加団体数 
 
参加者数 

   1 
 

５１ 
 

１４２ 

  １ 
 

５０ 
 

１５０ 

  １ 
 
４６ 

 
１３１ 

100.0％ 
 
92.0% 
 
87.3% 

自治会長の名札
は団体と色を変
え目立つように
した。又各テー
ブルにバランス
よく自治会長と
団体を配置した
ので、多くの方
が交流できた。 

参加者は団体が
多いので、自治会
長が参加しづら
い雰囲気になら
ないように工夫
した。 
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No 事業名 コンセプト 目的 実施内容等 指標 
30 年度 
実績値 

元年度 
目標値 

元年度 
実績値 

達成率 成果 課題・対応 

21 市民交流
広場 

き っ か
け 

市民活動団体をはじ
め、広く一般市民の
方や外国籍の方を対
象に、楽しくソフト
で自由な雰囲気の中
での交流の場を提供
する。 
また、ＵＭＥＣＯか
らの様々な情報を提
供することで、市民
活動の裾野拡大を目
指す。 

多くの市民や観光客が
集まる一大イベントで
ある北條五代祭りの機
を逃さず、季節に合っ
た飲食やミニコンサー
ト等の交流会を実施し
た。また、８月には、
地域住民が楽しめる
「夏祭り」を実施し
た。 
５月３日（祝） 
８月 10 日（土） 

開催回数 
 
参加者数 

  ２ 
 

３００ 

  ２ 
 

３５０ 

  ２ 
 
３５０ 

100％ 
 
100％ 

一般ボランティ
ア を 募 集 し た
り、学生ボラン
ティアグループ
「S・P・A・C・E」
の協力を得た。
観光客や市民と
の交流がなされ
た。 

多くの観光客や
一般市民を対象
にした事業なの
で、大勢のスタッ
フを確保する必
要がある。 

 

⑥情報の集約・発信機能 

No 事業名 コンセプト 目的 実施内容等 指標 
30 年度 
実績値 

元年度 
目標値 

元年度 
実績値 

達成率 成果 課題・対応 

22 メディア・
ホームペ
ージ・情報
発信 

き っ か
け 

情報発信の身近な
手段としてホーム
ページで多くの市
民に市民活動情報
を発信し、市民活
動に興味をもって
もらう。小田原市
の市民活動の推
進・ＵＭＥＣＯの
利用促進を図る。 
 
ＦＭおだわら、
Ｊ：ＣＯＭのラジ
オ及びケーブルテ
レビを通し、団体
の活動を一般市民
にＰＲし、更なる
活動の推進につな
げる。 

小田原市の市民活動の
推進及びＵＭＥＣＯの
利用促進につながる
様々な情報を収集し
て、ホームページで迅
速・正確に発信した。
（市民活動団体に必要
な情報・助成金・活動
の予告・団体からの情
報など） 
 
ＦＭおだわら（毎週日
曜日の午前 10 時）10 分
～15 分間、団体の活動
紹介をした。 
Ｊ：ＣＯＭ（随時） 
団体のイベント情報の
紹介等を行った。 

ホームペ
ージのト
ップペー
ジの写真
の入れ替
え 
 
 
 
 
 
ＦＭ 
おだわら 
回数 
参加団体
数 

５回 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
５２ 
５３ 

で き る
だ け 迅
速 に 行
う 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ５２ 
 ５５ 

迅 速 に
行った 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
４９ 
５１ 

― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
94.2％ 
92.7％ 

通常のホームペー
ジ更新のほか、イ
ベント開催直前か
ら開催中等にフェ
イスブックを更新
する等、工夫して
情報発信を行っ
た。 

情報は速やかに迅
速に発信しなくて
はならないので、
今後も迅速に対応
する。 
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No 事業名 コンセプト 目的 実施内容等 指標 
30 年度 
実績値 

元年度 
目標値 

元年度 
実績値 

達成率 成果 課題・対応 

23 ＵＭＥＣ
Ｏだより・
つながる
の発行 
 
 
 
 
 
 
 

き っ か
け 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
行動 

「ＵＭＥＣＯだよ
り」は、一般市民
や市内外の方にも
ＵＭＥＣＯの情報
や取材したタイム
リーな記事を提供
するための情報紙
である。市民や市
民活動への興味を
持って市民活動へ
の担い手を増や
す。 
 
 
「つながる」で
は、登録団体にＵ
ＭＥＣＯの事業の
情報や市民活動に
関わる情報を提供
しＵＭＥＣＯの利
用促進と市民活動
の活性化を図る。 

市民が社会貢献活動に
興味を持てるようイベ
ントやボランティア募
集の情報を掲載する。
市民活動団体の情報だ
けでなく、市民が関心
を示す社会的な記事・
季節感ある記事等、情
報紙として価値ある内
容を載せた。 
◆偶数月隔月 6 回発行 
 
 
 
登録団体に他団体の情
報や、ＵＭＥＣＯの活
動を知らせるための記
事を載せた。 
◆偶数月隔月６回発行 

発行回数 
 
発行部数 

  ６ 
 
各 2500 

  ６ 
 
各 2500 

  ６ 
 
各 2500 

100.0％ 
 
100.0％ 
 

市民活動団体の活
動の様子や事業の
成果が紙面からと
らえることが出来
た。 

内容が固定化され
市民活動団体向け
に偏っている。多
くの人が興味を持
つような記事のメ
リハリをつける。
目先の事だけでな
く視野を広げ新た
な記事に挑戦す
る。 

 



開始日 終了日 内　　容 団体名 開始日 終了日 内　　容 団体名

1 7
小田原ガイド協会養成講座受

講生による自主研究発表

ＮＰＯ法人小田原ガイ

ド協会
2 17

季節を彩る折り紙展

（北原白秋の童謡）

かもめ図書館フレン

ズ

8 30 北条五代祭り
小田原観光協会

小田原市観光課
18 30 季節を彩る折り紙展 折り紙サークル

1 6 北条五代祭り　
小田原観光協会

小田原市観光課
1 6 季節を彩る折り紙展 折り紙サークル

1 28 小田原城アートnｏw２０１９ 小田原文化芸術協会 10 30 男女共同参画週間展
人権・男女共同参画

課／ＵＭＥＣＯ

29 30 七夕飾り ぴよぴよクラブ

1 9 七夕飾り ぴよぴよクラブ 4 31 団体活動写真展
ＮＰＯ法人命を大切に

する小田原を創る会

14 21 外郎売の口上研究会活動展示
外郎売の口上研究会

(城カーズ)

学生ボランティアグ

ループ「Ｓ．Ｐ．Ａ．

22 31
バリアフリーネットワーク

作品展

バリアフリーネット

ワークおだわら

1 11
バリアフリーネットワーク

作品展

バリアフリーネット

ワークおだわら
1 31 団体活動写真展

12 23
めだかサポーターの会活動展

示
めだかサポーターの会

24 31 小田原映画祭開催記念展
小田原映画祭実行委員

会

1 15 小田原映画祭開催記念展
小田原映画祭実行委員

会
3 17 消費生活センターパネル展

地域安全課消費生活

センター

17 30 小田原市民文化祭
小田原市民文化祭実行

委員会
18 31

地球市民フェスタ2020ポス

ター原画展
文化政策課

1 6 小田原市民文化祭
小田原市民文化祭実行

委員会
1 16

地球市民フェスタ2020ポス

ター原画展
文化政策課

8 24 ちぎり絵作品展 紅波会

25 31 養護学校作品展 小田原養護学校

1 1 養護学校作品展 小田原養護学校

2 10 小田原五行歌会一周年記念 小田原五行歌会

11 22 ＤＶ防止啓発展 人権・男女共同参画課

25 30 日本の四季を描く 日本画を楽しむ会 25 30 ＤＶ防止啓発展 人権・男女共同参画課

1 8 日本の四季を描く 日本画を楽しむ会 1 1 ＤＶ防止啓発展 人権・男女共同参画課

9 26 クリスマス作品展示 ミモザ  デコパージュの会 4 26 ＵＭＥＣＯ祭りポスター展 ＵＭＥＣＯ

4 24 新春アートメッセージ展 小田原文化芸術協会 4 31 ＵＭＥＣＯ祭りポスター展 ＵＭＥＣＯ

25 26 お堀端親子生花教室 お堀端親子生花教室　

1 31 おだわら雛の道中
ミモザ

市民活動を支える会
1 31 おだわら雛の道中
 絢布の会

1 7 おだわら雛の道中
ミモザ

市民活動を支える会
1 14 おだわら雛の道中
 絢布の会

8 31 4年生総合学習の成果発表 三の丸小学校 15 31
小田原ガイド協会養成講座

受講生による自主研究発表

ＮＰＯ法人小田原ガ

イド協会

令和元年度　　UMECO企画展実績

2月

３月

ＮＰＯ法人命を大切に

する小田原を創る会

学生ボランティアグ

ループ「Ｓ.Ｐ.Ａ.Ｃ.

Ｅ」

８月

６月

1月

７月

１１月

１２月

9月

5月
31

１０月

多目的コーナー ホワイエ
月

4月

8
今こそ二宮金次郎映画公開記

念によせて

小田原映画祭実行委員会／

NPO法人おだわらシネマト

ピア／小田原鉄道歴史研究

会／小田原尊徳記念会館

資料1-5別紙1



ＵＭＥＣＯ　令和元年度相談受付実績 資料1-5別紙2

ＮＯ 受付日 受付時間 受付方法 住所 性別 年代 相談内容 相談分野 相談分類 対応内容 紹介団体

1 4月2日(火) 10時頃 窓口 不明 女 50代

娘さんが埼玉県から
小田原に越して一人
暮らしで働き始めた
が、孤独でメンタル
面で落ち込んでい
る。相談に乗ってく
れる所を教えてほし
い。

1保健、
医療又
は福祉
の増進

12.その
他

社会福祉協議会に
つなぎ、心の電話相
談（月～金曜日９～
21時）を紹介した。

2 4月11日(木) 13時頃 窓口 不明 女 20代

会社の上司がパワ
ハラをする。毎回嫌
味を言うので精神的
に疲れた。

1保健、
医療又
は福祉
の増進

12.その
他

心のメンテナンスと
して自然の中で活動
することを勧めた。
後日団体のイベント
に参加し、楽しかっ
たとの声を聞いた。

「命を大
切にす
る小田
原を創る
会」

3 5月4日(土) 17時頃 窓口 不明 女 60代

フラダンスを習いた
い。

6学術、
文化、芸
術又は
スポーツ
の振興

3.団体情
報の問
い合わ
せ

平日の５時半以降と
いう希望を満たす団
体を探すため団体
に連絡したが、全て
希望に合わず断念
した。

4 5月28日(火) 11時頃 窓口 不明 男 30代

英語を教える活動し
ている団体を紹介し
て欲しい。

11国際
協力の
活動

3.団体情
報の問
い合わ
せ

ＵＭＥＣＯホーム
ページから英語関連
の活動団体の紹介
と連絡方法が閲覧
できることを伝えた。

5 6月5日(水) 10時頃 窓口 小田原市 その他 60代

夏休みボランティア
体験学習を周知す
るためＵＭＥＣＯと一
緒に学校に出前講
座に行くが、どのよ
うに説明にしたらよ
いか教えてほしい。

1保健、
医療又
は福祉
の増進

11.団体
運営（そ
の他）

団体のボランティア
の目的をしっかり示
すこと、活動してい
る写真を何枚か持っ
てきてほしいこと、Ｕ
ＭＥＣＯがパワーポ
イントを作成すること
を伝えた。

6 6月5日(水) 15時頃 窓口 小田原市 女 不明

敬老会の出し物や
地区の催し物「サロ
ン」でやっていただ
けるものを紹介して
欲しい。

1保健、
医療又
は福祉
の増進

3.団体情
報の問
い合わ
せ

相談者は民生委員
で、交流や敬老会の
出し物で困っている
とのこと。まず市民
活動団体の名簿を
差し上げ、いくつか
団体を紹介した。

7 6月14日(金) 16時頃 電話 小田原市 女 60代

老人ホームで10月
にイベントを計画し
ているが、ボランティ
アをしてくれる団体
の紹介をして欲し
い。

1保健、
医療又
は福祉
の増進

3.団体情
報の問
い合わ
せ

イベントの内容がま
だ具体化されていな
いが、ボランティア
団体を探してほしい
とのこと。団体名簿
とＵＭＥＣＯホーム
ぺージから団体情
報を探す方法を伝え
た。日時と内容が分
かれば学生ボラン
ティアグループ
S.P.A.C.Eを紹介でき
ると伝えた。

8 6月14日(金) 17時頃 窓口 不明 女 70代

UMECOでパソコンを
教えていると聞いた
が、教えてもらいた
い。

14情報
化社会
の発展

2.ＵＭＥ
ＣＯ主催
事業の
問い合
わせ

パソコン指導はＵＭ
ＥＣＯの事業ではな
いが、パソコンを学
んでいる団体やパソ
コン教室を開催して
いる団体があるので
紹介した。またホー
ムページからの団体
情報を探す方法も伝
えた。

たのしい
輪の会、
ＰＣフレ
ンズ・ク
ラブ

1



ＵＭＥＣＯ　令和元年度相談受付実績

ＮＯ 受付日 受付時間 受付方法 住所 性別 年代 相談内容 相談分野 相談分類 対応内容 紹介団体

9 6月21日(金) 13時頃 窓口 小田原市 女 60代

そろそろ退職する。
何も趣味がないので
今から何か趣味を
見つけて人生を楽し
みたい。

1保健、
医療又
は福祉
の増進

3.団体情
報の問
い合わ
せ

何も興味を示さな
い、何をしたいかも
わからないというの
で、登録団体一覧表
を渡し説明した。Ｕ
ＭＥＣＯ事業で参加
して楽しめる事業を
紹介した。

10 6月27日(木) 窓口 不明 男 70代

９月２３日市民文化
祭の式典を清閑邸
で行う。和の音楽を
奏でてくれる奏者は
いないか。二胡とか
琵琶とか探してほし
い。

6学術、
文化、芸
術又は
スポーツ
の振興

3.団体情
報の問
い合わ
せ

ＵＭＥＣＯの登録団
体には和の箏はあ
るが二胡はないので
音楽に精通している
方から情報を得て伝
えた。

11 7月6日(土) 11時頃 窓口 不明 女 70代

老人ホームでボラン
ティアをしているが、
紙芝居や手遊びな
どを勉強したい、ど
こか教えてくれるとこ
ろがあるか。

2社会教
育の推
進

3.団体情
報の問
い合わ
せ

「さざ波会」は、遊び
や紙芝居等で活動
している。「中里文
庫」は紙芝居や読み
聞かせなどで活動し
ている。参加しなが
ら覚えるのであれば
「ぴよぴよくらぶ」も
あると伝えた。

さざ波
会、中里
文庫、ぴ
よぴよく
らぶ

12 7月30日(火) 16時頃 窓口 不明 女 10代

英語で話をしたいの
で小田原・箱根ＳＧ
Ｇクラブに入りたい。

2社会教
育の推
進

3.団体情
報の問
い合わ
せ

団体に問い合わせ
確認した後相談者に
連絡。直接団体さん
と交渉していただく
よう伝えた。

おだわ
ら・箱根
ＳＧＧク
ラブ

13 7月31日(水) 14時頃 窓口 不明 女 60代

障がい者の集まりや
引きこもり・精神的
に障がいのある人
の集まりがあるか。

1保健、
医療又
は福祉
の増進

3.団体情
報の問
い合わ
せ

相談者の子供のこと
での相談。「バリアフ
リーネットワークおだ
わら」・「心の居場
所」などがあるが、
直接お子さんと話し
たいので、一緒に相
談にくるよう伝えた。

バリアフ
リーネッ
トワーク
おだわ
ら・心の
居場所

14 8月1日(木) 15時頃 窓口 不明 女 不明

引きこもりの大学生
がボランティア活動
に参加することで外
に出られるように
なって欲しい。学生
が行うボランティア
があるなら紹介して
欲しい。

13子ども
の健全
育成

3.団体情
報の問
い合わ
せ

相談者の子供の事
での相談。学生ボラ
ンティアＳ.Ｐ.Ａ.Ｃ.Ｅ
の活動について説
明した。夏休みボラ
ンティア体験学習の
リーフレットを見て参
加できそうなものが
あれば申し込むよう
伝えた。できれば子
供と一緒に相談に
来るよう伝えた。

学生ボ
ランティ
アグ
ループ
Ｓ.Ｐ.Ａ.Ｃ.
Ｅ

15 8月8日(木) 11時頃 窓口 不明 女 不明

新玉小学校の先生
からのご相談。子ど
もたちの研究成果を
発表できる場はあり
ますか。

2社会教
育の推
進

1.施設利
用の問
い合わ
せ

内容がまだ具体的
でないので、成果の
発表内容が決まった
らまた相談するよう
伝えた。

16 8月17日(土) 13時頃 窓口 小田原市 男 30代

子どもが生まれるの
で、小田原市の保育
園情報を教えて欲し
い。数・場所・待機児
童数など。

13子ども
の健全
育成

12.その
他

小田原市のホーム
ページからの情報の
習得と子育て政策
課への相談を案内し
た。

小田原
市子育
て政策
課

17 8月18日(日) 17時頃 窓口 不明 女 30代

アレルギーに関する
文書がUMECOにお
いてあると聞いてき
たがどこか。

1保健、
医療又
は福祉
の増進

3.団体情
報の問
い合わ
せ

配架されているチラ
シなどを一緒に探し
たが見つけられな
かった。UMECOで
扱っているという情
報源について伺った
が、本人もよく分か
らなかった。
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ＵＭＥＣＯ　令和元年度相談受付実績

ＮＯ 受付日 受付時間 受付方法 住所 性別 年代 相談内容 相談分野 相談分類 対応内容 紹介団体

18 8月22日(木) 17時頃 窓口 小田原市 女 60代

朗読を習いたいがど
んな団体があるか
教えて欲しい。

1保健、
医療又
は福祉
の増進

3.団体情
報の問
い合わ
せ

朗読団体の中から
本人が気に入った
団体を紹介した。

小田原
朗読ボ
ランティ
ア　もく
せい会、
朗読フレ

19 8月22日(木) 20時頃 窓口 小田原市 女 50代

UMECOで行ってい
る講習会を教えて欲
しい。

14情報
化社会
の発展

2.ＵＭＥ
ＣＯ主催
事業の
問い合
わせ

パソコンの講習会を
知りたいとのことで
登録団体の「楽たの
しい輪の会」がおこ
なっている講習をあ
んないした。掲示ス
ペースにある同会の
チラシを渡した。

たのしい
輪の会

20 8月26日(月) 18時頃 窓口 大井町 女 20代

何かボランティアを
したい。馬というボラ
ンティアがあるので
教えて欲しい。

1保健、
医療又
は福祉
の増進

3.団体情
報の問
い合わ
せ

相談者の希望に添
える団体「自然・馬・
人の会」を紹介し、
パンフレットをお渡し
した。連絡先がチラ
シに書いてあるので
自分で連絡するとの
こと。

自然・
馬・人の
会

21 9月4日(水) 15時頃 窓口 小田原市 男 70代

UMECO祭りで自分
達の団体を紹介した
いがどうすればよい
か。市民活動団体で
はない。

6学術、
文化、芸
術又は
スポーツ
の振興

11.団体
運営（そ
の他）

俳句の活動をしてい
る仲間なので、 俳
句を通じて地域貢献
できる活動をするこ
とで、市民活動団体
として登録して頂き
たい。登録すれば
UMECO祭りや他の
活動にも参加できる
旨伝えた。会員と検
討してみるとの返答
だった。

22 9月6日(金) 18時頃 窓口 小田原市 男 10代

学校の宿題でボラン
ティアをしなくてはい
けない。何かある
か。

13子ども
の健全
育成

4.ボラン
ティア相
談

話をよく聞くと、9月
24日までの間に３時
間のボランティアを
しなくてはいけない。
ジャンルの希望を聞
くと、子供の関係が
良いとのこと。９月12
日にぴよぴよくらぶ
の準備会があるの
で紹介し参加しても
らった。

ぴよぴよ
くらぶ

23 9月11日(水) 14時頃 窓口 開成町 女 10代

小学校６年から高校
１年生までアメリカに
家族で住んでいた。
英語が得意なので
何かボランティアを
したい。

11国際
協力の
活動

4.ボラン
ティア相
談

日本語教室に興味
を示し、まずいろは
の会に参加したいと
の希望。また学生ボ
ランティアグループ
Ｓ.Ｐ.Ａ.Ｃ.Ｅを紹介し
た。

いろは
の会、学
生ボラン
ティアグ
ループ
Ｓ.Ｐ.Ａ.Ｃ.
Ｅ

24 9月12日(木) 15時頃 窓口 不明 男 10代

９月１７日～２月５日
までの間に６０時間
のボランティアをした
い。どうしたらよい
か。

20 その
他

4.ボラン
ティア相
談

ＵＭＥＣＯの事業の
中でボランティア活
動をしたいとの希望
なので、ＵＭＥＣＯ祭
り、クリスマスフェス
ティバル、企業・ＮＰ
Ｏ・学校パートナー
シップを紹介した。
ボランティアにはい
ろいろな活動がある
ので幅広く他団体の
活動も体験できるよ
うにした方が体験学
習になることをアド
バイスした。
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ＵＭＥＣＯ　令和元年度相談受付実績

ＮＯ 受付日 受付時間 受付方法 住所 性別 年代 相談内容 相談分野 相談分類 対応内容 紹介団体

25 9月18日(水) 18時頃 メール 小田原市 女 40代

普段看護婦をしてい
る。整体師として身
近な人に施術をして
いる。今後リラックス
したい方にボラン
ティアでマッサージ
をしたい。情報発信
の場、活動できそう
な場があるか相談し
たい。

1保健、
医療又
は福祉
の増進

4.ボラン
ティア相
談

メールで概要は分
かったが、詳しい話
を伺いたいので後日
予約相談で来館して
もらい対応すること
にした。

26 9月19日(木) 10時頃 電話 市役所 男 30代

早川小学校の校庭
の高木伐採作業に
ついて、切り方のノ
ウハウを指導して頂
ける団体はないか。

7環境の
保全

3.団体情
報の問
い合わ
せ

いくつかの団体に交
渉したところ、協力し
ていただける団体が
あったので、依頼し
た。後日詳細を伝え
ることにした。

特定非
営利活
動法人
小田原
山盛の
会

27 9月19日(木) 12時頃 窓口 小田原市 男 80代

9月27日に高齢者対
象の講座があるが、
どんな内容でどこで
やるのか教えてほし
い。

1保健、
医療又
は福祉
の増進

12.その
他

相希望の講座（気軽
に「生涯現役３Ｄａｙｓ
セミナー」）を見つけ
相談者に伝えた。

28 9月24日(火) 11時頃 電話 二宮町 女 60代

初めてだがフラダン
スをやってみたい。
できれば早い時間を
希望する。

6学術、
文化、芸
術又は
スポーツ
の振興

3.団体情
報の問
い合わ
せ

いくつかあるフラダ
ンスの情報の中か
ら、比較的早い時間
に活動している団体
を紹介した。団体さ
んの了解を受け両
者で連絡を取り合う
よう伝えた。

アネラ・
フラ・
ハーラ
ウ・オ・
ルハナ

29 9月25日(水) 14時頃 電話 不明 女 40代

「キッズダンシング
パフォーマンス」小
田原周辺で活動す
る幼児から高校生
のミュージカル劇団
をしている。シティー
モールでのフェス
ティバルに参加する
にはどうすればよい
のか。

6学術、
文化、芸
術又は
スポーツ
の振興

2.ＵＭＥ
ＣＯ主催
事業の
問い合
わせ

基本的に登録団体
の方のみ出演可能
で、無償でのボラン
ティア活動なので出
演料は出ないと伝え
た。相談するとのこ
と。その後連絡な
し。

30 9月25日(水) 18時頃 窓口 小田原市 男 10代

神奈川社会福祉専
門学校の学生。福
祉関係のボランティ
アをしたい。どこか
あるか。

1保健、
医療又
は福祉
の増進

4.ボラン
ティア相
談

期間が９月３０日ま
でとの事。福祉関係
のボランティアに限
られているので身障
者施設でのボラン
ティアを紹介した。
該当施設は17時ま
で営業なので本日
連絡取れず。明日
連絡を取るので午後
から来るよう伝え
た。

31 9月26日(木) 13時頃 窓口 小田原市 男 10代

no.30の相談の継続
対応。

1保健、
医療又
は福祉
の増進

4.ボラン
ティア相
談

障がい者施設ありん
こホームに連絡し、
２７日金曜日にボラ
ンティアを受け入れ
て頂くようお願いし
た。その結果を相談
者に伝え集合時間、
場所、ボランティア
作業時間等を伝え
た。

ありんこ
ホーム

4



ＵＭＥＣＯ　令和元年度相談受付実績

ＮＯ 受付日 受付時間 受付方法 住所 性別 年代 相談内容 相談分野 相談分類 対応内容 紹介団体

32 9月26日(木) 13時頃 電話 東京都 女 40代

南足柄市文化会館
で「キッズダンシング
パフォーマンス」を見
たときに感動し、小
田原でもやって頂き
たいが、どうしたらよ
いか。

6学術、
文化、芸
術又は
スポーツ
の振興

3.団体情
報の問
い合わ
せ

「キッズダンシング
パフォーマンス」の
ミュージカル劇団に
電話をかけお話を
伺った。この劇団は
年に１回オリジナル
を作り自主公演をし
ている。団員の中に
は幼児から大人まで
混じって現在25人と
のこと。相談者に
は、直接話を聞きた
いので来館していた
だく約束をした。団
体へとつながる可能
性あり。

キッズダ
ンシング
パフォー
マンス

33 9月26日(木) 15時頃 窓口 小田原市 女 40代

現在真鶴町の診療
所の看護婦をしてい
る。整体師の認定を
取ったのでボラン
ティアで整体をして
あげたい。しかしど
こでどのような宣伝
をしたらよいか全く
わからないので教え
てほしい。

1保健、
医療又
は福祉
の増進

4.ボラン
ティア相
談

整体の認定を受け
たばかりの方。自分
でその技術を向上さ
せる為にも無料でや
りたいとの事。そこ
でＵＭＥＣＯの施設
利用をお知らせする
と同時に、市民活動
団体として登録した
時のメリットをお伝え
した。将来の生活設
計の中で自立したい
との希望あり。

34 9月30日(月) 13時頃 電話 小田原市 女 60代

以前ホワイエで折り
紙展をやっているの
を見た。素晴らしい
のが展示してあった
ので私もやってみた
い。紹介して欲し
い。

6学術、
文化、芸
術又は
スポーツ
の振興

3.団体情
報の問
い合わ
せ

折り紙の会に連絡し
た。次回１０月２５日
（金〉１０時～１４時ま
でやっているので見
学に来てくださいと
のことを相談者に伝
えた。

折り紙
の会

35 10月3日(木) 11時頃 電話 小田原市 女 30代

朗読に興味があり、
キャンパスおだわら
9月号に載っている
「征の会」を見学した
い。

6学術、
文化、芸
術又は
スポーツ
の振興

3.団体情
報の問
い合わ
せ

自分時間手帖P.18
を紹介し、代表者の
連絡先を伝えた。

征の会

36 10月3日(木) 12時頃 窓口 小田原市 男 70代

来年の10月頃鉄道
100年記念日の展示
をしたいので多目的
ホールの使用をお
願いしたい。

2社会教
育の推
進

2.ＵＭＥ
ＣＯ主催
事業の
問い合
わせ

ＵＭＥＣＯ企画展示
募集の用紙を渡し
た。

37 10月3日(木) 13時頃 窓口 小田原市 女 70代

高齢者の支えあい、
認知症対応トレーニ
ングを行い、月に1
度施設を訪問する
活動を行っている。
公民館での活動や
講師を呼ぶのにお
金がかかるの補助
金で何とかできれば
と思い話を聞きに来
られた。（社協より2
万円補助が出てい
る。）

1保健、
医療又
は福祉
の増進

7.団体運
営（補助
金）

通常の活動に対して
はスタートアップの
補助は難しいが、来
年に特別な講座を
オープンで行う事業
を企画するなどで対
象となる旨説明。ま
た市民活動団体とし
て登録すれば
UMECO事業に参加
したり活動エリアを
出来ることも併せて
説明した。

38 10月4日(金) 11時頃 窓口 小田原市 女 60代

陶芸をやっている団
体を紹介して欲し
い。

2社会教
育の推
進

3.団体情
報の問
い合わ
せ

ＵＭＥＣＯ登録団体
の中から陶芸をして
いる団体を紹介し
た。また「いそしぎ」
での活動団体も紹
介案内した。

小田原
陶芸同
好会

5



ＵＭＥＣＯ　令和元年度相談受付実績

ＮＯ 受付日 受付時間 受付方法 住所 性別 年代 相談内容 相談分野 相談分類 対応内容 紹介団体

39 10月6日(日) 13時頃 窓口 小田原市 女 60代

現在行っている外国
籍の人に日本語を
教える事業に対し
（継続2年目）スター
トアップの補助金に
応募したい。また、
現在生徒が増えて
いる状況で場所の
確保が難しい。活動
エリアを占領するの
も申し訳ないので良
い案がないか。

19NPO
活動に
関する
連絡・助
言・援助

7.団体運
営（補助
金）

スタートは新しい事
業に対して交付され
る補助金なので、現
在行っている事業の
中で、日本語ボラン
ティア養成講座を開
催するなど検討した
らどうかを提案した。
活動エリアは市民活
動団体に活用してい
ただく場所なので、
どんどん利用して下
さいと伝えた。

40 10月9日(水) 15時頃 窓口 小田原市 女 50代

今行っている中高年
の自力体操に加え
車椅子の方への体
操支援を行いたい。
自己資金がないの
でスタートから開
始。その後ステップ
アップ、提案型小田
原市事業協会・市民
活動を支える会共同
事業体事業も検討、
ＮＰＯ法人も視野に
入れている。

19NPO
活動に
関する
連絡・助
言・援助

7.団体運
営（補助
金）

ビジョンがしっかりし
ているので、新規事
業へのアドバイス及
び補助金申請書の
記入方法について
アドバイスした。

41 10月11日(金) 15時頃 窓口 箱根町 女 80代

多目的コーナーに展
示してあるちぎり絵
は素晴らしい。私も
習いたいがどのよう
にしたらいいのか。

6学術、
文化、芸
術又は
スポーツ
の振興

3.団体情
報の問
い合わ
せ

箱根仙石原から来
館。一人暮らしなの
でちぎり絵を楽しみ
にやってみたい。講
師の山本先生が作
られたチラシをお渡
しし説明。連絡先も
書いてあるので自分
で連絡するようお願
いした。後日確認し
たら入会したとの報
告を受けた。

紅波会

42 10月15日(火) 14時頃 電話 不明 男 30代

台風１９号があり小
田原市内でも被災さ
れた方がいる。そこ
でボランティア活動
をしたいがどうしたら
よいか

8災害救
援活動

4.ボラン
ティア相
談

小田原社会福祉協
議会が災害時のボ
ランティアに対する
対応をしている。そ
こで小田原市社会
福祉協議会に連絡。
小田原市社会福祉
協議会ではホーム
ページにボランティ
ア募集を掲載してい
るので、そのサイト
から個人で申し込む
ということを伝えた。

社会福
祉協議
会

43 10月15日(火) 15時頃 窓口 不明 女 60代

近所に外国籍の労
働者が増えたが、あ
まり日本語や日本
の習慣を知らないよ
うだ。どこかそのよう
なことを教えてくれる
場所はないか。

11国際
協力の
活動

3.団体情
報の問
い合わ
せ

ＵＭＥＣＯで活動して
いる「はるの会」と
「いろはの会」を紹
介。チラシを渡したと
ころ外国人の方に渡
せると喜んでいた。
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ＵＭＥＣＯ　令和元年度相談受付実績

ＮＯ 受付日 受付時間 受付方法 住所 性別 年代 相談内容 相談分野 相談分類 対応内容 紹介団体

44 10月19日(土) 個人 小田原市 女 70代

妻が足が不自由な
ので、椅子に座って
体操する団体はな
いか。

6学術、
文化、芸
術又は
スポーツ
の振興

3.団体情
報の問
い合わ
せ

自分時間手帖から
「楽いす体操の会」
という団体を紹介し
た。城下町スポーツ
クラブに椅子を使用
したサークルがない
か確認したが体操
はなかった。健康自
力体操のチラシを
FAXした。椅子は使
用しないが、体操後
幾分よくなるようで
ある。

楽いす
体操の
会、健康
自力体
操

45 10月21日(月) 16時頃 窓口 不明 男 50代

何かボランティアを
したい。木・金なら活
動できる。

20 その
他

4.ボラン
ティア相
談

お話を伺うと、どの
ような分野のボラン
ティアを希望するの
か全く分からず、本
人も何をしたいのか
が決まらず。住まい
が中町なのでＵＭＥ
ＣＯで活動している
団体を希望。そこで
まず団体さんの活動
チラシが告知コー
ナーにあるのでその
チラシを見て、自分
でやりたい分野が見
つかったらまた相談
するよう伝えた。

46 10月28日(月) 窓口 不明 男 20代

ボランティアに参加
したい。ジャンルは
何でも良い。

20 その
他

4.ボラン
ティア相
談

現在社会人。活動し
たい分野の希望が
なく、まずは団体の
一覧を確認すること
を助言した。Ｕ
MECOのホームペー
ジを見るか、または
再度相談に来るか
管内の冊子を参照
するなどして欲しい
と伝えた。

47 10月28日(月) 窓口 小田原市 女 60代

パッチワークを楽し
みで作っている。作
品をどこかにあげた
いがどうしたらよい
か。

2社会教
育の推
進

4.ボラン
ティア相
談

ＵＭＥＣＯ登録団体
となれば、作品を活
用できる場所や仲間
ができ、活動範囲が
広がるので、お仲間
と相談しぜひ登録し
ていただきたいと伝
えた。

48 10月29日(火) 窓口 小田原市 男 40代

自営業をしているの
で活動しやすい日は
限定しない。今日本
の農作物が減って
いるので何かそのよ
うな活動があったら
お手伝いしたい。

5農山漁
村又は
中山間
地域の
振興

4.ボラン
ティア相
談

農業大学出身で、農
業関係の生産ボラン
ティアや、野菜や花
作りにも興味を示し
たので、ＮＰＯ法人
小田原食とみどりを
紹介した。団体と連
絡を取りその内容を
相談者に伝え、活動
日に参加するよう繋
げた。又、災害時の
ボランティアをしたい
というのでいつでも
相談に来るよう伝え
た。

ＮＰＯ法
人小田
原食と
みどり

49 10月30日(水) 窓口 不明 女 10代

ロシアから来た１９
歳の女子。日本男
性と結婚し来日して
５か月。言葉が分か
らずだれとも交流で
きない。日本語を教
えてくれるところはな
いか。

11国際
協力の
活動

3.団体情
報の問
い合わ
せ

日本語教室はるの
会といろはの会のチ
ラシを渡す。ＯＩＦＡ
アースプラザのパン
フレットを渡す。自分
時間手帖と国際交
流関係の案内をす
る。

日本語
教室は
るの会、
いろは
の会
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ＵＭＥＣＯ　令和元年度相談受付実績

ＮＯ 受付日 受付時間 受付方法 住所 性別 年代 相談内容 相談分野 相談分類 対応内容 紹介団体

50 11月4日(月) 窓口 小田原市 女 80代

最近小田原市に
引っ越して来たが、
何か彫り物やちぎり
絵などの活動をして
いる会に入会した
い。

6学術、
文化、芸
術又は
スポーツ
の振興

3.団体情
報の問
い合わ
せ

鎌倉彫小田原教
室、絢布の会を紹
介。
またＵＭＥＣＯ祭りへ
の来場も案内したこ
とに加えティーサロ
ンへの来場も案内も
した。

鎌倉彫
小田原
教室、絢
布の会

51 11月7日(木) 電話 小田原市 男 50代

小田原の上曽我に
住んでいる。耕作放
棄地の活用やほか
に梅まつり等のボラ
ンティアもしたい。市
民活動団体に登録
したいのだがどうし
たらよいか。

5農山漁
村又は
中山間
地域の
振興

4.ボラン
ティア相
談

市民活動団体として
登録するための方
法と内容について説
明した。できれば今
日登録したいという
ので、21時30分まで
やっているのでいら
してくださいと伝え
た。

52 11月7日(木) 窓口 小田原市 男 50代

no.51の相談の継続
対応。

5農山漁
村又は
中山間
地域の
振興

11.団体
運営（そ
の他）

活動内容をよく聞い
てみると自分達の仲
間で山を開拓し、耕
作放棄地を活用した
いという気持ちが強
く、すでに活動を展
開している。団体登
録を受付けた。

53 11月11日(月) 電話 秦野市 女 60代

着物で歌う会があっ
たようだがもう一度
その会に参加したい
がいつやるのか教
えてほしい。

6学術、
文化、芸
術又は
スポーツ
の振興

3.団体情
報の問
い合わ
せ

チラシや団体名簿を
見たが掲載されてい
ない。そこで過去の
チラシを探し主催者
に連絡。相談者の意
思を伝え連絡させて
いただく。１１月・１２
月・１月の実施日と
会場・時間を相談者
に伝えた。

着物で
歌う会

54 11月14日(木) 窓口 静岡県 女 50代

イギリスクイリング
キッド日本支部で活
動しているが市民活
動団体として登録で
きるか。

11国際
協力の
活動

11.団体
運営（そ
の他）

イギリスが本部でそ
の中で活動してい
る。アフリカの女性
へのクラフト指導や
生活援助等を実施し
ている。クラフトを通
して国際交流もして
いる。国内では老人
ホームに行きクラフ
トをボランティアで指
導し作品も提供して
いるとの事でした。
登録して頂くようにし
た。

55 11月14日(木) 電話 小田原市 男 60代

アマチュアカメラマン
を探していただけな
いか。新しくホーム
ページを創るにあた
り自然豊かな写真
が欲しい。

6学術、
文化、芸
術又は
スポーツ
の振興

4.ボラン
ティア相
談

県西写真連盟に連
絡。依頼者からの意
思を伝え写真の選
出を依頼した。しか
し既存の写真はコン
テストに出したりす
るので難しいかもし
れないとの事。会員
に相談してみるとの
ことで後日連絡とし
た。

県西写
真連盟
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ＵＭＥＣＯ　令和元年度相談受付実績

ＮＯ 受付日 受付時間 受付方法 住所 性別 年代 相談内容 相談分野 相談分類 対応内容 紹介団体

56 11月15日(金) 窓口 小田原市 男 40代

今の母親の抱っこの
仕方が悪い。子ども
が成長した時に体に
弊害が出てきてい
る。そこできちんとし
た抱っこの仕方やそ
の他子育てのノウハ
ウを教えてあげたい
ので団体を作りたい
がどうしたらよいか。

13子ども
の健全
育成

11.団体
運営（そ
の他）

専門的な勉強もして
いることと、子育て
に対し強い意志を
持っている。子ども
たちの成長のため
に何かしてあげたい
との気持ちが伝わっ
てきた。団体登録を
勧めた。

57 11月15日(金) 電話 小田原市 男 80代

食品ロスを減らす活
動で補助金を取るこ
とを考えている。補
助金の仕組みにつ
いて知りたい。又小
田原を中心に２市８
町での活動を考えて
いるが、事務所が小
田原市でなくても構
わないのか。現在Ｎ
ＰＯ法人の申請中。
１２月以降に認証が
取れると思うが問題
ないか。

7環境の
保全

7.団体運
営（補助
金）

スタートとステップに
ついて金額等の説
明。小田原での活動
が主であれば申請
できる。任意団体で
申請、その後ＮＰＯ
法人になっても良い
こと（変更申請が必
要な場合がある旨を
伝えた。）

58 11月16日(土) 窓口 秦野市 女 60代

何かボランティアを
したいが、生け花を
やっている団体を見
ていてやってみたい
と感じた。

6学術、
文化、芸
術又は
スポーツ
の振興

4.ボラン
ティア相
談

丁度お堀端健康生
活ネットワークが生
け花教室をしていた
ので紹介した。相談
者は考えてみるとの
事。そこで１月３１日
に市民活動市民活
動入門講座がある
のでそれに参加する
よう勧めた。

59 11月19日(火) 窓口 小田原市 男 70代

市民活動応援補助
金ステップAの申請
をしたい。これまで
に行ってきたパソコ
ン教室で、今後イン
ターネットの勉強を
始めようと考えてい
る。会場の「いそし
ぎ」にWi-Fiがないた
めポケットWi-Fiを使
用することを考えて
いるので、使用料を
補助金で支払いた
い。

14情報
化社会
の発展

7.団体運
営（補助
金）

自己資金がないの
で、ステップは申請
できない。従来のパ
ソコン教室の他、新
規にインターネットを
使用した教室を始め
るということであれ
ばスタートで申請が
でき、Wi-Fiだけでな
く会議室利用料、教
材の印刷なども補助
金から出せる旨説
明。インターネットを
使い慣れていない
人が対象なので、現
状から長期展望で
小田原市全体に広
げてほしいと伝え
た。

60 11月20日(水) 窓口 小田原市 男 70代

ＵＭＥＣＯの事業の
中でまちづくりと関
係のあるものをまち
づくり委員会で話し
ていただき活動に刺
激を与えたいただき
たい。

3まちづ
くりの推
進

2.ＵＭＥ
ＣＯ主催
事業の
問い合
わせ

まちづくり委員会の
活動内容もマンネリ
化しているとの事。
ＵＭＥＣＯとしては喜
んで説明に行くと伝
えた。今後防災に対
する啓発をするため
にも活動団体を紹介
し、まちづくり委員の
方とつなげたい。
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ＵＭＥＣＯ　令和元年度相談受付実績

ＮＯ 受付日 受付時間 受付方法 住所 性別 年代 相談内容 相談分野 相談分類 対応内容 紹介団体

61 11月26日(火) 窓口 小田原市 男 30代

教諭。軟式野球を部
活以外で中学生を
指導したい。会場は
学校開放をしている
酒匂・白山中学校小
田原球場などを予
定。市内を中心に月
２回ほど交流し、ス
ポーツに対する意欲
を高める活動をした
いと考えている。

6学術、
文化、芸
術又は
スポーツ
の振興

4.ボラン
ティア相
談

まだ任意団体として
も登録していないの
で、まず団体を結成
し登録するよう勧め
た。

62 12月4日(水) 11時頃 窓口 不明 女 60代

折り紙の会に参加し
たい。

6学術、
文化、芸
術又は
スポーツ
の振興

3.団体情
報の問
い合わ
せ

2人で来館。折り紙
の会に電話。毎月第
4金曜10時からＵＭ
ＥＣＯで活動してい
る旨伝える。年末
12/27（金）は多忙だ
が、1/24（金）に見
学することとなった。
また代表者の電話
番号を伝えた。

折り紙
の会

63 12月9日(月) 11時頃 電話 小田原市 女 60代

市役所を通じて電話
連絡あり。朗読に興
味を持っている方が
いるので、団体を紹
介して欲しい。

6学術、
文化、芸
術又は
スポーツ
の振興

3.団体情
報の問
い合わ
せ

どのような朗読をし
たいのか例えば対
象が子どもか老人
か又は自分が朗読
をしてさらに勉強し
たいのか話を伺い、
相談者に適した朗読
の団体を紹介した。
団体に連絡し後日
相談者から連絡が
あることを伝えた。

朗読フレ
ディ

64 12月10日(火) 10時頃 電話 小田原市 女 50代

ＮＰＯ法人食とみど
りから電話。No.47で
UMECOから紹介し
たボランティアの方
の状況報告があっ
た。

5農山漁
村又は
中山間
地域の
振興

4.ボラン
ティア相
談

農に関する団体とし
て「ＮＰＯ法人ジョイ
ファーム」に紹介した
とのこと。援農作業
を活動的にしていた
だいたとお礼の報告
があった。今後団体
とのつながりを持ち
たい。

65 12月10日(火) 13時頃 電話 小田原市 女 50代

市民活動応援補助
金について。申請書
を見てほしい。13日
午後に予約したいが
できるか。

20 その
他

7.団体運
営（補助
金）

担当者が１３日午後
は出勤しているので
持ってくるように伝え
た。

66 12月6日(金) 窓口 小田原市 男 60代

日本文化を伝えてい
くＮＰＯ法人で、新規
事業の生活文化アド
バイザーの養成に
ついて市民活動応
援補助金スタート
コースを検討。チラ
シ印刷費や広告費
に充当したいとの
事。アドバイザー養
成自体は3年程度の
事業を予定してい
る。技術の流出を防
ぐため、講座終了後
はＮＰＯ法人に所属
してもらう予定。

2社会教
育の推
進

7.団体運
営（補助
金）

会議室の使用料金
等を含め、講座を行
うのに必要な費用は
補助金で担うことが
可能であり、全額補
助金の申請を勧め
た。1年で終わる事
業ではないとの事、
ステップアップに進
める事業として捉え
た方が良いとの旨、
長期展望について
は、会員を増やすこ
とだけではなく、小
田原市民に和の生
活文化を広げる活
動としてほしい旨伝
えた。
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ＵＭＥＣＯ　令和元年度相談受付実績

ＮＯ 受付日 受付時間 受付方法 住所 性別 年代 相談内容 相談分野 相談分類 対応内容 紹介団体

67 12月12日(木) 15時頃 窓口 小田原市 女 60代

ＵＭＥＣＯ企画展に
展示してあるデコ
パージュの作品を見
て自分も習ってみた
い。

6学術、
文化、芸
術又は
スポーツ
の振興

3.団体情
報の問
い合わ
せ

デコパージュの会の
代表者に連絡し相
談者と直接連絡して
頂くようお願いした。

デコパー
ジュ・
アート

68 12月12日(木) 18時頃 窓口 箱根町 男 30代

ゴミ拾いなど環境美
化関連のボランティ
アをしたい。

7環境の
保全

4.ボラン
ティア相
談

UMECOのホーム
ページからボラン
ティア情報検索の仕
方を教えた。
その中から「小田原
城花育成ボランティ
ア」が良いとの事で
明日に電話するとの
こと。

69 12月13日(金) 14時頃 窓口 小田原市 女 60代

絵手紙を習いたい。
どこか紹介して欲し
い。

2社会教
育の推
進

4.ボラン
ティア相
談

絵手紙のサークルを
いくつか紹介した
が、その中でちょう
ど絵画展に参加して
いる方が「藤の会」
の先生だったので紹
介し入会することに
なった。

藤の会

70 12月11日(水) 窓口 小田原市 男 60代

市民活動応援補助
金事業について、継
続している事業の講
座で使用する機材
の購入と活用につい
て申請したい。（書
道）

6学術、
文化、芸
術又は
スポーツ
の振興

7.団体運
営（補助
金）

機材を活用すること
により、ワークショッ
プ等を効率化するな
ど記載してあった。
申請書は誤字の修
正が必要だった。

71 12月11日(水) 窓口 小田原市 男 60代

no.69の相談の継続
対応

6学術、
文化、芸
術又は
スポーツ
の振興

7.団体運
営（補助
金）

申請書に、伝えたい
「日本の文化」の具
体的内容が記載さ
れていないので、わ
かりやすく記載する
よう伝えた。

72 12月11日(水) 窓口 小田原市 女 50代

市民活動応援補助
金の申請書の提出
準備を進めてきた
が・団体内部での考
えがまとまらず悩ん
でいる。

20 その
他

7.団体運
営（補助
金）

団体内で方向性が
一致していないと、
事業が生きづまるこ
とがある。今回は応
募を見送り、団体自
体や事業内容、自
己資金など調えたう
え、次回ステップアッ
プに挑戦するのも必
要の考えであると伝
えたところ、今回は
応募せず、ＵＭＥＣＯ
主催の講座に参加
するなど、団体のあ
り方を含め考え直す
との事。

73 12月14日(土) 14時頃 窓口 小田原市 女 30代

１２月号のつながる
に掲載されていた新
登録団体「学校に行
きたくない子の保健
室」の会を紹介して
欲しい。自分の団体
の活動とつながりを
持ちたい。

1保健、
医療又
は福祉
の増進

4.ボラン
ティア相
談

「学校に行きたくな
い子の保健室」の代
表に相談内容の趣
旨を伝え、連絡先を
相談者にお伝えし
た。

学校に
行きたく
ない子
の保健
室

74 12月14日(土) 14時頃 窓口 小田原市 男 70代

お寺カフェをやって
いる。どこか子ども
カフェとつながらな
いか。

13子ども
の健全
育成

4.ボラン
ティア相
談

本人の意向を知りた
いので、できたらＵ
ＭＥＣＯに相談に来
て頂きたいと伝え
た。
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ＵＭＥＣＯ　令和元年度相談受付実績

ＮＯ 受付日 受付時間 受付方法 住所 性別 年代 相談内容 相談分野 相談分類 対応内容 紹介団体

75 12月16日(月) 17時頃 窓口 小田原市 男 40代

ヨーヨーの団体。実
演を可能なところで
してみたい。

6学術、
文化、芸
術又は
スポーツ
の振興

4.ボラン
ティア相
談

外の実演でも構わな
いというので「わん
ぱくランド」を紹介し
た。ＵＭＥCO事業の
中でも出来るだけい
ろいろな機会をつ
くって差し上げたい。

76 12月19日(木) 13時頃 窓口 小田原市 男 50代

御幸が浜の清掃を
ボランティアでやっ
ているが、会議室の
使用は可能か。講
座などを開催した
い。

7環境の
保全

1.施設利
用の問
い合わ
せ

会議室は利用可能
と伝えた。市民活動
団体は活動エリアも
使用できるので市民
活動団体としても登
録を勧めた。人数が
少ないので今は登
録できないが人数が
増えたら登録を考え
るとのこと。新規登
録用紙を渡した。

77 12月24日(火) 16時頃 窓口 小田原市 女 30代

日本舞踊をサックス
の演者とともに３人
で老人ホームにボラ
ンティアで活動して
いる。UMECO主催
の行事に参加した
い。

6学術、
文化、芸
術又は
スポーツ
の振興

2.ＵＭＥ
ＣＯ主催
事業の
問い合
わせ

既にボランティア活
動をしている方なの
で、登録していただく
ようにお願いした。
市民活動を理解して
もらうために、１月に
行われる市民活動
入門講座を紹介し
た。

78 12月24日(火) 17時頃 窓口 小田原市 女 50代

新玉小学校の４年
担任教師。UMECO
企画展に４年生の作
品を展示するにあた
り、レイアウトやどの
ように展示したらよ
いか。

2社会教
育の推
進

2.ＵＭＥ
ＣＯ主催
事業の
問い合
わせ

催事をするにあたり
レイアウトや現場で
の展示の内容等を
一緒に考え注意事
項等をお知らせし
た。

79 12月27日(金) 17時頃 窓口 小田原市 男 20代

何かボランティアを
やりたい。小・中とバ
スケをやっていた。
清掃がしてみたい。

7環境の
保全

4.ボラン
ティア相
談

小田原市環境ボラン
ティア協会、国府津
の海きれい研究会
を紹介した。

小田原
市環境
ボラン
ティア協
会、国府
津の海
きれい

80 1月7日(土) 17時頃 窓口 小田原市 女 60代

民生委員で地域の
まちづくり委員会で
活動している。老人
サロンの中で体操を
したいが、教えてく
れる団体はいない
か。

1保健、
医療又
は福祉
の増進

4.ボラン
ティア相
談

音楽をしきながら健
康自力体操体操を
教えている団体があ
るので紹介した。し
かし実施日が合わ
ないので次回に見
送った。

ワンライ
ト　スプ
レイディ
ング

81 1月13日(月) 15時頃 窓口 小田原市 女 60代

企画展の吊るし雛を
見て、つるし雛を習
いたいと思った。ボ
ランティア団体を教
えてほしい。

3まちづ
くりの推
進

4.ボラン
ティア相
談

絢布の会の代表者
に連絡し、お互いに
連絡しあうよう伝え
た。

絢布の
会

82 1月24日(金) 14時頃 窓口 小田原市 女 60代

オカリナ演奏を教わ
りたい。

6学術、
文化、芸
術又は
スポーツ
の振興

3.団体情
報の問
い合わ
せ

市民活動団体に問
い合わせたが指導
はしていない。キャ
ンパス講師講座等を
ご紹介した。（初心
者のためのオカリナ
体験）土曜日は難し
いのでまた考えると
のこと。
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ＵＭＥＣＯ　令和元年度相談受付実績

ＮＯ 受付日 受付時間 受付方法 住所 性別 年代 相談内容 相談分野 相談分類 対応内容 紹介団体

83 1月31日(金) 15時頃 窓口 小田原市 女 20代

小田原が好きで興
味がある。将来地域
でサロン運営とか、
高齢者の介護関係
の仕事をしたいので
色々勉強したい。

1保健、
医療又
は福祉
の増進

4.ボラン
ティア相
談

今日はたまたま時間
があるので小田原
に来たとのこと。生
け花をしたいという
のでお堀端健康生
活ネットワークを紹
介した。大学３年生
でボランティアの勉
強をしたいとの希望
あり。ＮＰＯエンパ
ワーメント講座と女
性のエンパワーメン
ト講座メント講座も
紹介した。

お堀端
健康生
活ネット
ワーク

84 2月4日(火) 16時頃 窓口 静岡県 女 １０代

小田原短期大学１
年生。子どもと触れ
合えるようなところで
ボランティアをした
い。

13子ども
の健全
育成

4.ボラン
ティア相
談

日曜日しか活動が
出来ないというの
で、福祉関係の施設
等を紹介したが、保
育士希望なので無
理とのことだった。

85 2月4日(火) 16時頃 窓口 伊勢原市 女 １０代

小田原短期大学１
年生。子どもと触れ
合えるようなところで
ボランティアをした
い。

13子ども
の健全
育成

4.ボラン
ティア相
談

日曜日しか活動が
出来ないというの
で、福祉関係の施設
等を紹介したが、保
育士希望なので無
理とのことだった。

86 2月7日(金) 12時頃 窓口 小田原市 女 60代

気楽に歌えて、
UMECOで活動して
いる団体を紹介して
欲しい。「シグナス」
は友人が加入してい
るが、もっと気楽なと
ころが良いと思って
いる。

2社会教
育の推
進

3.団体情
報の問
い合わ
せ

「歌の花束」を紹介
するが、会員を募集
していないかもしれ
ないと伝える。他の
用事でUMECOを利
用しているので、ま
た来館しますと。

歌の花
束

87 2月13日(木) １４時頃 窓口 静岡県 男 ５０代

トラフト工芸をやって
いる。イギリスが拠
点で日本で会議を
時々やるのに便利
なのでＵＭＥＣＯを使
いたい。

6学術、
文化、芸
術又は
スポーツ
の振興

1.施設利
用の問
い合わ
せ

施設を利用して頂く
ことは可能である。
企画展をするなら活
動内容が地域貢献
できることを明記す
るよう伝えた。

88 2月13日(木) 18時20分 窓口 不明 女 ３０代

生徒を募集してフラ
ダンスを教えてい
る。市民活動団体と
して登録したい。

6学術、
文化、芸
術又は
スポーツ
の振興

11.団体
運営（そ
の他）

会議室をしていただ
くことは可能である。
地域貢献できる様な
活動をしていただけ
れば市民活動団体
として登録可能であ
ると伝えた。

89 2月15日(土) 11時 窓口 小田原市 女 ５０代

小田原市のNPO団
体について詳しいこ
とを知りたい。

19NPO
活動に
関する
連絡・助
言・援助

3.団体情
報の問
い合わ
せ

UMECOの登録団体
一覧をご覧になるよ
うお願いした。市役
所に問い合わせたら
UMECOに情報があ
ると案内されたので
来館したとの事。登
録団体名簿は現在
編纂中で完成予定
は6月になると伝え
た。
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ＵＭＥＣＯ　令和元年度相談受付実績

ＮＯ 受付日 受付時間 受付方法 住所 性別 年代 相談内容 相談分野 相談分類 対応内容 紹介団体

90 2月17日(月) １６時 電話 不明 女 ６０代

水墨画をやってみた
く、連絡先を教えて
ほしい。ブルーミン
グスタイル、パソコン
教室"デジタルこと
はじめ"やさしいパソ
コン、九期会パソコ
ンなど活動内容を聞
いてみたい。

6学術、
文化、芸
術又は
スポーツ
の振興

3.団体情
報の問
い合わ
せ

それぞれの団体に
連絡し、団体から本
人に連絡するようお
願いした。やさしい
パソコンには、本人
から連絡を入れるよ
うお願いした。

悳墨友
会・やさ
しいパソ
コン

91 3月4日(水) 電話 不明 男 ５０代

社会福祉士だが、心
に悩みのある方を支
援する団体とつなが
りたいと思っている。
例えば引きこもりと
か精神的な障がい
のある人を支援して
いる団体があったら
教えてほしい。

1保健、
医療又
は福祉
の増進

3.団体情
報の問
い合わ
せ

精神的障がいの相
談を受けているよう
な団体を紹介した。

92 3月13日(金) 14時頃 窓口 不明 女 10代

病院のボランティア
をやってみたいが何
か情報があるか。

1保健、
医療又
は福祉
の増進

4.ボラン
ティア相
談

市立病院でボラン
ティアを募集するこ
とがあるので問い合
わせてみてはどう
か、社協に問い合わ
せてはどうかと伝え
た。

93 3月18日(水) 11時 窓口 小田原市 女 ６０代

何かボランティア活
動をしたい。

13子ども
の健全
育成

4.ボラン
ティア相
談

保育士をしていたと
の事。経験を活かし
た子どもの健全育成
分野から本人がやっ
てみたい団体の紹
介をした。来月から
参加してみたいとい
うので団体と連絡を
取りつなぐことがで
きた。

ぴよぴよ
くらぶ

94 3月19日(木) 15時 窓口 小田原市 男 ８０代

４月１８日に講演会
があるが新型コロナ
ウイルスの関係で施
設を利用できるかど
うか。
寄付者がいるがこれ
は税金の控除にな
るか。
シルバーの人材を
活かした活動をこれ
からやってみたい。
いろいろな助成金を
教えてほしい。

20 その
他

7.団体運
営（補助
金）

施設利用は基本は
自粛だが、今後につ
いて市の見解が示さ
れていないと伝え
た。
認定ＮＰＯだと寄付
金が税控除対象と
なる。
シルバーの人材に
ついては登録団体
にシニアネットワー
ク等があるのでつな
がるとよいと伝え
た。助成金は調べて
伝えることとした。

95 3月28日(土) 12時 窓口 小田原市 男 不明

今年度の団体登録
更新手続きはコロナ
ウイルスの影響で総
会ができなず期限に
間に合わない。

20 その
他

11.団体
運営（そ
の他）

登録の更新表以外
（実績及び計画）は
遅れても良いが、更
新表はできたら期日
までに提出するよう
お願いした。
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合計相談件数　95件

1　時期や時間帯など
・月は9～12月、曜日は平日（特に木曜日）、時間帯は11～15時頃が多かった。
月 相談件数 （割合） 曜日 相談件数 （割合） 時間帯 相談件数 （割合）
12月 18 19% 木 25 26% 15時頃 12 17%
10月 15 16% 水 17 18% 14時頃 10 14%
9月 14 15% 火 15 16% 13時頃 10 14%
11月 12 13% 金 15 16% 11時頃 10 14%
2月 7 7% 月 11 12% 17時頃 8 11%
8月 7 7% 土 10 11% 16時頃 7 10%
6月 6 6% 日 2 2% 18時頃 6 8%
3月 5 5% 10時頃 4 6%
1月 4 4% 12時頃 4 6%
7月 3 3% 20時頃 1 1%
4月 2 2% 記入もれ 23 ―
5月 2 2%

２　相談者
・個人からの相談が7割以上だったが、団体等からの相談もあった。
・性別は女性が6割と多く、住所は市内が8割と多かった。
・年代は50・60代が多かったが、他の様々な年代からも相談があった。
個人・団体 相談件数 （割合） 住所 相談件数 （割合） 年代 相談件数 （割合）
個人 70 74% 小田原市 58 82% 60代 28 31%
団体等 25 26% 県内他市町 8 11% 50代 15 16%

県外 4 6% 30代 11 12%
性別 相談件数 （割合） 市役所 1 1% 70代 10 11%
女 59 62% 不明 24 ― 10代 10 11%
男 35 37% 40代 7 8%
その他 1 1% 80代 5 5%

20代 5 5%
不明 4 ―

３　受付方法
・窓口（来館）が8割以上だったが、電話やメールでの相談もあった。
受付方法 相談件数 （割合）
窓口 77 81%
電話 17 18%
メール 1 1%

４　相談分野など
・「6学術文化」と「2社会教育」の合計が約4割と多く、次に「1保健福祉」が約2割と多かった。
・「団体情報の問い合わせ」と「ボランティア相談」の合計が約7割と多かった。
・令和元年度からＵＭＥＣＯが補助金の募集・受付をしたため、補助金に関する相談も多かった。

相談件数 （割合）
26 27%
21 22%
10 11%
8 8%
5 5%
5 5%
4 4%
3 3%
3 3%
2 2%
1 1%
7 7%

相談件数 （割合）
33 35%
30 32%
11 12%
7 7%
7 7%
3 3%
4 4%

20 その他

相談分類
団体情報の問い合わせ
ボランティア相談
団体運営（補助金）
ＵＭＥＣＯ主催事業の問い合わせ
団体運営（その他）
施設利用の問い合わせ
その他

ＵＭＥＣＯ　令和元年度相談受付実績の統計

7環境の保全

5農山漁村又は中山間地域の振興

19NPO活動に関する連絡・助言・援助
14情報化社会の発展

3まちづくりの推進
8災害救援活動

相談分野（no.はＮＰＯ法による）
6学術、文化、芸術又はスポーツの振興
1保健、医療又は福祉の増進
2社会教育の推進
13子どもの健全育成

11国際協力の活動

資料1-5別紙3
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５　相談に対応したＵＭＥＣＯ職員
・7人の職員が相談対応したが、うち1人が約7割の相談対応をした。

相談件数 （割合）
64 69%
10 11%
5 5%
5 5%
4 4%
4 4%
1 1%
2 ―

Ａ（市民活動を支える会）
対応職員

記入もれ

Ｃ（市民活動を支える会）
Ｄ（市民活動を支える会）

Ｂ（小田原市事業協会）

Ｅ（市民活動を支える会）
Ｆ（市民活動を支える会）
Ｇ（小田原市事業協会）
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地域活動団体ネットワーク形成事業　実績（令和元年度） 資料1-5別紙4

NO 月日 依頼者 活動団体名 分野 目的 場所

1 4月1日
介護老人保健
施設「リバーイー
スト」

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

ふれあいサロン
介護老人保健施設
「リバーイースト」

2 4月4日
在宅介護総合セ
ンターれんげの
里

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

ふれあいサロン
在宅介護総合セン
ターれんげの里

3 4月5日
介護老人保健
施設「わかば」

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

ふれあいサロン
介護老人保健施設
「わかば」

4 4月6日
通所介護サービ
ス「潤生園みん
なの家ほりのう

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

ふれあいサロン
通所介護サービス
「潤生園みんなの家
ほりのうち」

5 4月7日
特別養護老人
ホーム「ルビー
ホーム」

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

ふれあいサロン
特別養護老人ホー
ム「ルビーホーム」

6 4月8日
特別養護老人
ホーム「ルビー
ホーム」

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

ふれあいサロン
特別養護老人ホー
ム「ルビーホーム」

7 4月9日
介護老人保健
施設「悠久」

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

ふれあいサロン
介護老人保健施設
「悠久」

8 4月16日

特別養護老人
ホーム短期入所
施設「ローズヒ
ル」

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

ふれあいサロン
特別養護老人ホー
ム短期入所施設
「ローズヒル」

9 4月21日
秦野高等学校
同窓会小田原
支部

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

ふれあいサロン ＵＭＥＣＯ　会議室７

10 5月12日
有料老人ホーム
「ツクイ・サン
シャイン小田原」

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

ふれあいサロン
有料老人ホーム「ツ
クイ・サンシャイン小
田原」

11 5月13日
有料老人ホーム
「SOMPOｹｱ ﾗ
ｳﾞｨｰﾚ小田原」

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

ふれあいサロン
有料老人ホーム
「SOMPOｹｱ ﾗｳﾞｨｰﾚ
小田原」

12 5月28日 西栢山自治会
大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

ふれあいサロン 西栢山公民館

13 6月7日
鴨宮５区民生委
員

夢みる大人の応
援団

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

ふれあいサロン 矢作公民館

14 6月30日
介護老人保健
施設「リバーイー
スト」

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

リバーイースト音
楽祭

介護老人保健施設
「リバーイースト」

15 7月10日
久野地区社会
福祉協議会

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

ふれあいサロン 欠の上公民館

16 7月13日
ＮＰＯ法人サ
ポートＫＡＺＥ

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

夏祭り
風祭パノラマハイツ
ホール

17 7月16日
曽我別所老人
会

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

ふれあいサロン 曽我別所公民館

18 7月27日 堀之内老人会
大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

ふれあいサロン 堀之内公民館

19 8月10日
国府津15区自
治会

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

納涼会
国府津15区自治会
内駐車場

20 9月7日 山王東自治会
小田原奇術クラ
ブ

2社会教育の推
進

敬老会 公民館

1



地域活動団体ネットワーク形成事業　実績（令和元年度）

NO 月日 依頼者 活動団体名 分野 目的 場所

21 9月8日
曽我地区自治
会連合会

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

敬老会 曽我小学校体育館

22 9月8日
特別養護老人
ホーム芳徳の郷
ほなみ

マロン５
6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

敬老会
特別養護老人ホー
ム芳徳の郷ほなみ

23 9月8日 山王西自治会
小田原奇術クラ
ブ

2社会教育の推
進

敬老会 公民館

24 9月11日
特別養護老人
ホーム「ルビー
ホーム」

マロン５
6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

敬老会
特別養護老人ホー
ム「ルビーホーム」

25 9月12日
万年15区自治
会

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

敬老会 すし政

26 9月13日 入生田自治会 マロン５
6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

敬老会 入生田公民館

27 9月15日 柳町自治会
大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

敬老会
市営住宅柳町集会
場

28 9月15日
諏訪の原自治
会

マロン５
6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

敬老会 諏訪の原公民館

29 9月15日
諏訪の原自治
会

小田原奇術クラ
ブ

2社会教育の推
進

敬老会 諏訪の原公民館

30 9月15日
山王松原自治
会

小田原奇術クラ
ブ

2社会教育の推
進

敬老会 公民館

31 9月16日 穴部自治会
大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

敬老会 穴部公民館

32 9月16日 第九区自治会
小田原奇術クラ
ブ

2社会教育の推
進

敬老会 ＵＭＥＣＯ

33 9月16日
東富水地区社
会福祉協議会

小田原奇術クラ
ブ

2社会教育の推
進

敬老会 アリーナ

34 9月16日 留場自治会
小田原奇術クラ
ブ

2社会教育の推
進

敬老会 留場公民館

35 9月28日 早川小学校
小田原山盛の
会

7環境の保全 樹木伐採 早川小学校構内

36 9月29日 宗我神社
大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

祭礼 宗我神社

37 10月16日
JAかながわ西
湘

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

ミニ・デイサービ
ス

JAかながわ西湘久
野支店

38 10月17日
社会福祉協議
会

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

ふれあいサロン 白銀公民館

39 10月25日
社会福祉協議
会

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

ふれあいサロン 曽我原公民館

40 10月26日 曽我山応援隊
大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

感謝祭 筑土寺
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地域活動団体ネットワーク形成事業　実績（令和元年度）

NO 月日 依頼者 活動団体名 分野 目的 場所

41 10月29日
社会福祉協議
会

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

ふれあいサロン 曽我別所公民館

42 11月1日
JAかながわ西
湘下曾我支店

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

ミニ・デイサービ
ス

下曾我ふれあいの
里

43 11月5日
下曾我地区社
会福祉協議会

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

ふれあいサロン<
神戸）

梅の里センター

44 11月7日
下曾我地区社
会福祉協議会

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

ふれあいサロン
（岸）

岸公民館

45 11月7日 永塚自治会
大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

ふれあいサロン 永塚公民館

46 11月8日
下曾我地区社
会福祉協議会

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

ふれあいサロン
（谷津）

谷津公民館

47 11月15日
久野地区社会
福祉協議会

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

ふれあいサロン 留場公民館

48 11月18日
JAかながわ西
湘報徳支店

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

ミニ・デイサービ
ス

報徳公民館

49 11月23日 飯泉自治会
大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

飯泉文化芸能発
表大会

飯泉公民館

50 11月30日 堀の内老人会
大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

ふれあいサロン 堀の内公民館

51 12月1日 久野区民会館
大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

友の会フェスティ
バル

久野区民会館

52 12月5日 ぴよぴよクラブ
小田原奇術クラ
ブ

2社会教育の推
進

クリスマスフェス
ティバル

川東タウンセンター
マロニエ

53 12月8日
日本語教室いろ
はの会

小田原奇術クラ
ブ

2社会教育の推
進

うめ子外人さん
たちの集まり

おだわら市民交流セ
ンターＵＭＥＣＯ

54 12月6日 曽我保育園
大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

おたのしみコン
サート

曽我保育園

55 12月14日
ＮＰＯ法人サ
ポートＫＡＺＥ

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

あったか祭り
風祭パノラマハイツ
ホール

56 1月14日
曽我別所老人
会

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

新年会 曽我別所公民館

57 1月24日
浜町15区老人ク
ラブ

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

新年会 潮公民館

58 1月25日
宮本あゆみクラ
ブ（老人会）

大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

新年会 宮本公民館

59 2月22日 上曽我誠友会
大正琴愛好会
「花」

6学術、文化、芸
術又はスポーツ
の振興

ふれあいサロン 上曽我公民館

３月は報告なし（新型コロナウィルス感染症の影響）
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地域活動団体ネットワーク形成事業　実績（令和元年度）

【自治会及び地域コミュニティ組織への働きかけ】

① 9月3日

② 10月4日

③ 10月7日

④ 10月24日

⑤ 10月25日

⑥ 12月5日

⑦ 12月6日

⑧ 2月6日

酒匂小八幡地区のまちづくり委員会と酒匂小八幡地区の公民館長との会議。ＵＭＥＣＯ事業の中で地
域活動団体ネットワーク形成事業や地域活動に関係のある事業の内容説明。その中で課題解決の意
図説明。参加者3人ＵＭＥＣＯ職員３人

橘北地区連合自治会長会議に参加。地域活動団体ネットワーク形成事業における内容説
明を行う。橘北地区にある「こゆるぎ」で実施

万年地区の自治会長会議にて、ＵＭＥＣＯ事業全体及びそのうちの地域活動団体ネット
ワーク形成事業について説明。ＵＭＥＣＯ職員２名

酒匂小八幡地区の自治会長会議（まちづくり委員会メンバー同席）において、ＵＭＥＣＯ事業
のうちの地域活動団体ネットワーク形成事業について説明（１０分ほど）。ＵＭＥＣＯ職員２名

前羽地区連合自治会長会議で地域活動団体ネットワーク事業における説明と課題解決の
ための協力について説明。自治会長６人ＵＭＥＣＯ職員３人

橘北地区自治会長と意見交換、ＵＭＥＣＯ事業の説明。「市民活動団体名簿」「ホームペー
ジ」等について、忌憚のない意見を頂く。

上府中地区自治会連合会。まちづくり協議会全体会議に出席し、ＵＭＥＣＯの事業等ついて
説明

前羽地区まちづくり委員会にて地域活動団体ネットワーク事業の説明。ＵＭＥＣＯ職員１名
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